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低線量率放射線長期連続照射の影響 
  

図 1 低線量率ガンマ線を 400日間連続照射したマウスの生存率曲線 

図 2 低線量率ガンマ線を 400日間連続照射したマウスに見られる病気 
 

総数 4000匹のマウスを使用して、連続した低線量率放射線照射による晩発性の生物影響を検討しま

した。オス 2000匹及びメス 2000匹の 8週齢 SPF B6C3F1マウスを 4つのグループ（1つの非照射対照

群及び 3つの照射群）に分け、照射群には一日（照射時間は 22時間/日）当たり 21 mGy、1.1 mGy、 0.05 

mGyの線量率で 137Csガンマ線を総線量がそれぞれ 8000 mGy、400 mGy及び 20 mGyとなるように 56

日齢から約 400日間連続照射しました。これらのマウスは死亡するまで飼育し、死因を確定するために

病理解剖を行いました。その結果、雌雄の 21 mGy/日照射群（総線量 8000 mGy）及びメスの 1.1 mGy/

日照射群（総線量 400 mGy）の寿命は、非照射対照群のものより統計学的に有意に短縮しました。しか

し、雌雄の 0.05 mGy/日照射群（総線量 20 mGy）では寿命に有意な差は認められませんでした（図 1）。

また、この寿命短縮は、悪性リンパ腫を始めとした多種類の腫瘍による早期死によるものであることが

分かりました。一方、良性腫瘍を含むすべての腫瘍の発生率については、1.1 mGy/日照射群及び 0.05 

mGy/日照射群においてはオスマウスにおいて良性の肝腫瘍のみが、21 mGy/日照射群では良性と悪性の

血管、肝臓、肺、副腎、卵巣及びハーダー腺の腫瘍が有意に増加していました（図 2）。 
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